
第２回熊本市教育の
情報化検討委員会

令和7年（2025年）2月21日（金） 熊本市教育センター



議事

（１）話題提供

①全国の先進事例、動向について

②リーディングDXの取組について



【取組内容】 子どもが自らの学習状況を把握し、主体的に学習を調整する自己調整学習

熊本市立五福小学校（熊本県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

学習を進める。

子ども自らが課題設定
や、本時の計画を行う。

自らが立てた計画をもとに

「内容」と「方法」の２つ
の視点で振り返りをする。



【取組内容】 教科横断的な視点から編成した教育課程における情報活用能力の育成

熊本市立五福小学校（熊本県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

地域に密着した「本
物」の課題の解決

情報を収集し、データを
蓄積

カリキュラムマネジメント

ルーブリックをもとに、
集めた情報を整理・分析

蓄積したデータを活用して、動
画を作成

教師が児童や地域の実態を踏まえてカ
リキュラムマネジメントをする。「本物」の
課題を解決するために、児童が自然と
アプリを活用し、情報活用能力の育成
に繋がっている。



【取組内容】 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

熊本市立五福小学校（熊本県）【指定校】

様式Ⅰ-3B

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

第３学年
安全を守るための施設や設備を見つけよう

第５学年
音楽会に向けて演奏の練習をしよう

第４学年
月の時間による変化を観察しよう

第６学年
身の回りの物に書いてある比を見つけよう

家庭学習として
取り組むことを
通して、身の回
りの物や出来事
に目を向け、関
心をもつ。

気付きを学習支援
ソフトで集約。

授業の中で共有し、
学習内容へつなげる。



【GIGA×情活能力】 情報活用能力を活かすパフォーマンス課題の設定

様式ⅡーA

パフォーマンス課題 【縄文～弥生時代の生活から考えたことをもとに、学習課題をたて、まとめよう】

（２）課題に合った発表方法を決め、
まとめる

（１）授業や資料から分かったことを
まとめ、追求したい課題を設定する

（３）まとめた内容を発表し、学級で
の共有化を図る

縄文時代の暮らしから、特に食生活に着目し、その内容をkeynoteを使って分かりやすくまとめた班

熊本市立五福小学校（熊本県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×情活能力】

＜考察＞
一斉学習で学んだ内容から、疑問や課題を発見し、それを追究していくことを狙った。その成果を学級で共有することで、学級全体で
の学びの幅が広がったことが成果の一つである。また、そのほかの学習でも、二次情報だけで判断するのではなく、その情報の根拠や背
景などを自ら調べる子どもが増えた。

縄文時代の暮らしから、狩りに着目し、その実際をコマ撮りを使って楽しくわかりやすい動画にまとめた班



【GIGA×指導の工夫・改善】 子ども自らが、客観的に自己評価しながら学習を進めるルーブリック評価活用の事例

様式ⅡーB

パフォーマンス課題 【円の複合図形の面積を求める問題で、分かりやすい解説動画を作る】

グループごとに、別々の円の複合図形を提示し、それぞれ解説動画を作成する。その後、学級全体でそれらの問題を
解き習熟を図る。その際に、それぞれが作成した動画をもって解説とする。

（１）ルーブリックを作成する

その他の事例

高学年では、グループごとに基準
を作成して活動することも可能。

内容や学年によっては、項目を増減、また、
より成果物にに即した項目も考えられる。

（２）解説動画を作りながらルーブリックを確認。自分たちで修正を行う。

熊本市立五福小学校（熊本県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

子供が課題に取り組む際に、立
ち止まって客観的に振り返るため
の材料となる基準を作る。
C基準のみ教師が示し、B,Aの
基準に関しては今回は学級全体
で検討しながら作成した。

＜考察＞
自己の活動を、常態的に客観視しながら振り返
ることは難しい。だが、成果物や作成過程の基準を
あらかじめ、子供たちと一緒に作成し確認すること
で、子供が常に客観的に振り返る機会を設けるこ
とができる。
今回は学級全体の事例を挙げているが、学年や
内容によっては、グループごとや個人で作成すること
も考えられる。
あらかじめ、振り返りや評価の基準を確認し、常
に見られる状態にすることで、お互いに評価し合い
高め合う際にも、そのよりどころを作ることができる。



【GIGA×小・国語・図工】 GIGA環境を活用した共同編集による学習活動の工夫

熊本市立五福小学校（熊本県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×教科】

様式Ⅱ-C

＜考察＞
Pagesで共同編集できるよう設定しておくことで、グループの友達と手
分けして新聞作成することができた。それぞれの記事が１ページに収
まっているため進捗状況を確認しやすく、目的に合った内容かどうかすぐ
に検討し、推敲へとつなげることができた。

第４学年 国語「和と洋新聞を作ろう」

【単元目標】
目的に合わせて材料を整理し、和と洋新聞を作ること
ができる

第６学年 図工「みんなのお話始まるよ」

【題材のねらい】
友達と協力してお話をつくり、他者に伝えることを
楽しむ

＜考察＞
Keynoteで共同編集できるよう設定しておくことで、グループの友達
と手分けして絵を描くことができた。ICTを活用するとことで、複製でき
たり、同じ色を使えたりするため、ページごとに担当者が変わっても色
や形が揃い、統一感のある作品を作ることができた。
アニメーションをつけることもできるため、伝える相手によって、より伝わ
るよう工夫することができ、それを楽しむことができた。
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R６リーディングD X事業 熊本市指定校

・五福小学校・桜山中学校
（生成AIパイロット校）









●校内研修（カリキュラムマネジメント）
教科等を横断する単元について考える校内研修を実
施した。
自校で作成した各教科の単元配列表を使って、総合
的な学習の時間のカリキュラムマネジメントに取り
組み、生徒が学習する知識のつながり、探究にふさ
わしい単元を構想し、生徒と教師も楽しんで取り組
める活動を考えた。

※様式Ⅰ-3には、校内で構想した単元計画を記載
している。

●校内研修（ICT活用）
近隣の小学校と合同でアプリ活用研修を実施した。
中学校教員が講師となり、複数のアプリの演習を
行った。参加者はアプリの基本的な操作方法を学び、
授業でのICTの活用場面を考えた。演習後のグルー
プを入れ替えたディスカッションでは、自身の授業
の活用場面のアイデアを発表して意見を交わし、ス
キルアップを図った。また、校種間の交流により、
多くのアイデアを得ることができ、有意義な研修に
なった。さらに、2学期の授業にどのように活用し
たか情報交換を行い、小中連携して授業の改善に生
かすことができた。



【取組内容】 ○○○【取組内容】 校務DX GIGA環境を活用し教員の働き方改革につなげる取組

◆学校連絡アプリの導入
・保護者へのリアルタイムで連絡や情報提供を行い、保護者はアプリ上で確認。
・出欠連絡を簡素化し、集約。
・学級通信やチラシなどをペーパレス化して保護者に配付。

◆生成AIの活用
・今年度から「生成AIパイロット校」としての取
り組みを始めた。校務での活用と授業での活用
について教師、生徒共に講師を招いて研修を
行った。その後いくつかの実践を試みた。
生成AIの活用により、校務の時間短縮に成果
を上げた。（詳細は様式Ⅲで報告）

◆グループウェアメッセージによる文書等の決裁・提出
・熊本市においては委員会からの文書の受取りや提出はほぼデジタル化。
決裁事務において押印を必要とする手続きを簡素化し、提出文書は委員
会との共有フォルダに提出。

◆自動採点システムの利用
・自動採点システムを導入し、採点業務の大幅な時間短縮になった。現在
記号に関してはAIで自動採点できる。数年内に文章まで採点できること
に期待。（従来のペーパーテストによる学習評価の実施は検討中）



【GIGA×中・技術】 構想を共有して互いのアイデアを参照したり、意見を出し合ったりする

＜考察＞

〇単元名
１年生 材料と加工の技術
１章「材料と加工の技術の原理・法則と仕組み」

〇指導の工夫・改善点
・クリティカルシンキングとただの批判との違いを確認
し、批判的な意見を多く出し合うことで改善点を見出し
やすくした。
・３DCADでの表現が難しい生徒も、言葉で説明を入れ
る「構想カード」としたことで、図を言葉で補足しなが
ら表現することができた。
・意見を十分に出し合うには時間が不足したので、生徒
の実態に合わせた時間配分が必要だと感じた。

〇具体的な内容
「公園にベンチを設置しよう」を単元内の課題とし、

それぞれが材料と加工法、構造などについて学習したこ
とをもとにベンチを構想した。３DCADで表現したもの
をクラウド上にアップロードし、互いに参照したり意見
したりした。もらった意見を参考にして、最終的なベン
チの特徴を決定した。



◆総合的な学習の時間２年３年 「生成AIについて学ぼう」

●具体的な生成AI活用の場面
課題解決のために自分のアイデアをイメージとして画
像生成AIを使って作成し、生徒が互いにその良さにつ
いてプレゼンした。

●単元の目標と活動内容
・生成AIの仕組みや利便性、リスクや留意点を学ぶ。
・実習課題を通じて生成AIの活用について学ぶ。

●今後の課題・今後の取組の方向性
リスクや留意点を座学として学習したが、ファクトチェックや著作権など、今後生成AIを活用するにあたっ
て教師も生徒もお互いに意識しながら取組を進めていく。

●生成AI活用の流れと効果

生徒は自分の持つイメージを具体化するにあたって、自分の想像以上のイメージが出てくることに触発され、
さらに工夫を加えていった。頭の中にある「なんとなく」のイメージが具体的に洗練されていく過程があった。
そのことで相互にとって視覚化したことで価値づけがより明確になった。

課題は「未来の車を考えよ
う」「郷土のデパートを盛り
上げよう」と２つを設定。そ
れぞれに生徒のアイデアが
メージとして表現された。

生成AIの仕組みや利
便性、リスクや留意
点を学び、それを踏
まえて課題解決のた
めの実習を行う。

プロンプトを工夫し、
何度も画像を生成す
ることによって自分
の中のイメージをよ
り具体的にした。

表現された画像を見
せながら考えをプレ
ゼンし、対話による
価値の共有を行った。



◆美術１年 「いとおかし～伝えよう！私の世界観～」

●具体的な生成AI活用の場面
従来は絵コンテのみで表現していたイメージ
を画像生成AIを使って表現することを試みた。

●単元の目標と活動内容
画像生成AIを生かし、売りたいお菓子のイメージをより鮮明
にもち、紙粘土で本物そっくりに作る活動。店やパッケージ
等も画像生成AIを活用してイメージを作り、伝え合う。

●生成AI活用の流れと効果

自分の中のイメージを
言語化して画像生成AI
に入力し、画像を生成
してイメージを明確に
する。

画像生成AIを使って、
自分の店のイメージや
お菓子のイメージ、制
服やパッケージ、広告
のイメージを作成する。

自分のイメージとの差異が
生じた場合、生成された画
像を生かして、自分のイ
メージを調整、変更するこ
とも検討させる。

生成されたイメー
ジを生かし、お菓
子を本物そっくり
に作る。

行動
（イメージ、制作）

見通し
（調整、変更）

振り返り

対話

対話

AI

AI

（教育長授業視察2月4日）



（教育長授業視察2月4日）



議事

（２）自由討議

①児童生徒のタブレット端末の活用状況に関する

実態調査について

②GIGAスクール構想における熊本市のこれまでの

総括と今後の方向性について



（２）自由討議

児童生徒のタブレット端末の

活用状況に関する実態調査について

議論していただきたい部分



タブレット端末の活用状況に関する実態調査結果報告【概要版】

１. アンケートの実施概要

タブレット端末の活用状況を把握し、今後の活用推進に使用するため、全市小中学校の児童生徒・教員へ
アンケートを実施した。タブレットにGoogleフォームのアンケートを配信し、回答してもらう方式で、今回
で4回目になる。内容は、「学校での活用」「家庭での活用」「情報モラル意識」など、約40問程度である。

目的・概要

• 児童生徒（小学校低学年/小学校中高学年/中学校生徒）
• 教員 （授業をしている小学校教員/中学校教員）

対 象

令和６年１２月９日～令和７年１月１０日

回答期間

回答実績 調査対象 回答者数（前年比） 回答率

〇小学生 25,163  （▲3,542） 63.0%

・低学年(1,2年生) 8,181  （▲1,598） 63.4%

・中高学年(3～6年生) 16,982  （▲1,944） 62.8%

〇中学生 12,773  （＋1,372） 65.2%

〇教員 2,029     （▲132） 60.8%

・小学校教員 1,292     （▲173） 60.6%

・中学校教員 737       （＋43） 61.0%

• 年度内に各学校の結果を返却し、次年度へ
の分析と対策に活用できるようにする。

• 全体の結果は、熊本市教育センターHPで公
開する。

結果の共有と公開



• 教科の授業で全学年において70％以上が
活用していると回答。

• 小１の「まあまあ使う」が30pt増加
(3.7%→33.9%)。（ドリルパークの活用も増加）

①学校での活用について（授業での活用）

小学生 中学生 小学校教員 中学校教員

道徳 31.4% (▲3.4pt) 45.9% (▲5.0pt) 55.1% (▲8.3pt) 70.6% (+8.3pt)

特活 59.7% (+1pt) 76.0% (+12pt) 82.8% (+15.8pt) 80.3% (+5.3pt)

総合 92.5% (+0.2pt) 94.5% (+0.8pt) 82.3% (+14.1pt) 83.6% (+4.9pt)

各教科の活用率（「とても使う」「まあまあ使う」の割合）

58.0%
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23.8% 24.5%
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小1 小2 小3 小4 小5 小6 教員(小) 教員(中)

とても使う まあまあ使う あまり使わない ぜんぜん使わない

教科の活用率（小学生、教員のみ）

• 特活の設問に具体的活動を追加したところ、すべてに
おいて増加。

• 中学生の国語、社会、体育、技術での「あまり使わな
い」「ほとんど使わない」が減少。

※（ ）は前年比。

とても使う まあまあ使う あまり使わない ほとんど使わない

国語 12.4% (+0.3pt) 45.9% (+7.2pt) 30.2% (▲3.7pt) 11.5% (▲3.8pt)

社会 27.8% (+3.1pt) 26.6% (▲0.3pt) 26.3% (▲2.6pt) 19.3% (▲0.2pt)

数学 9.9% (+1.1pt) 25.8% (+0.8pt) 36.8% (▲2.7pt) 27.5% (+0.9pt)

理科 17.9% (▲3.1pt) 35.5% (▲0.9pt) 32.1% (+4.7pt) 14.4%(▲0.8pt)

音楽 12.1% (▲1.5pt) 35.3% (+0.7pt) 28.6% (▲0.3pt) 24.0% (+1.1pt)

美術 42.8% (+1.1pt) 42.0% (+0.1pt) 12.3% (▲0.9pt)   2.8% (▲0.3pt)

体育 21.0% (▲0.9pt) 34.9% (+3.9pt) 28.0% (▲1.1pt) 16.1% (▲2.0pt)

技術 48.9% (+8.2pt) 32.2% (▲0.8pt) 13.2% (▲4.4pt)   5.7% (▲3.0pt)

家庭科 24.3% (▲1.7pt) 44.9% (+2.4pt) 24.3% (±0)   6.5% (▲0.7pt)

外国語 30.9% (▲2.6pt) 42.0% (+2.3pt) 19.4% (▲0.3pt)   7.6% (+0.5pt)

中学生の各教科の活用率の割合



• 「Scratch」の活用率が増加。特に小１(11.6%→16.5%)、小６(23.7%→32.3%)の伸びが大きい。
• 「（アプリを）使わなかった」が減少傾向。特に小１(66.1%→51.4%)、小５(42.3%→28.3%)と、全体的に減少した。
• 「micro:bit」や「Life is Tech!」の活用率も上昇。

プログラミングのアプリなど使いましたか

①学校での活用について（プログラミング）
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0.6% 0.6% 0.6%
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0.3%0.7% 0.3% 0.6% 0.6% 0.6% 0.6% 1.1% 0.8% 0.5%

2.3%
0.0%0.3% 1.6%
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0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

使わなかった Viscuit ScratchJr Scratch Sphero BOLT MESH micro:bit Life is Tech !

Scratchを使った （アプリを）使わなかった

小１ 16.5%  (+4.9pt) 51.4%  (▲14.7pt)

小２ 17.3%  (+1.6pt) 35.9%   (▲1.0pt)

小３ 20.2%  (+2.8pt) 33.9% (+3.8pt)

小４ 22.1%  (+0.9pt) 31.0%   (▲0.6pt)

小５ 25.6%  (+1.9pt) 28.3%   (▲13.0pt)

小６ 32.3%  (+8.6pt) 32.3%   (▲9.0pt)

中１ 12.6%  (+1.0pt) 76.0%   (▲2.3pt)

中２ 14.5%  (+4.0pt) 62.4%   (+0.1pt)

中３ 32.7%  (+1.7pt) 32.7%   (▲3.9pt)

※小学校算数の教科書に、全学年「わくわくプログラミング（Scratch）」が掲載。
※中学校のPC教室がなくなり、技術のプログラミングはタブレットを使用。

※（ ）は前年比。



• 「授業以外での活用」において、教員の「ほとんど使わない」が、小中学校ともに減少。                                                                                                                        
（小：27.4%  → 7.4%      中：34.0%  → 7.2%）

授業以外（休み時間や放課後など）にタブレットを使っていますか

10.6% 10.8% 8.2% 7.6% 8.7% 8.9%
4.8% 5.1% 7.5%

15.9% 17.5%

26.1% 27.5% 34.6% 34.3%
38.6% 39.5%

22.1% 24.8%
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43.5% 40.6%

22.9%
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33.6%
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38.7%

33.2% 34.7%

40.3%
33.7% 30.8% 28.2%

21.3% 18.1%

30.9%
26.4% 25.6%

7.4% 7.2%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3 教員(小)教員(中)

とても使う まあまあ使う あまり使わない ぜんぜん使わない

15.5%
11.9% 12.7% 10.4% 12.3% 11.2%

3.7% 4.8% 6.3%

16.2%
12.2%

20.4%
23.4%

25.4% 28.8%
29.9% 32.0%

20.5%
26.3% 26.5%
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35.0%

23.6% 26.8%
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20.0%
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100.0%

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3 教員(小)教員(中)

とても使う まあまあ使う あまり使わない ぜんぜん使わない

令和５年度 令和６年度

①学校での活用について（授業以外での活用）

※教員は、職員会議や校内研修等でのタブレット活用が増加。

ほとんど使わない ほとんど使わない



• 学習の中でタブレットを活用することが有効だと感じる児童生徒は85％以上。
• 「②すぐに調べることができる」「⑦友達と協力しながら学習を進めることができる」が高い。

学習の中でタブレットを活用することが有効だと感じますか

①学校での活用について（児童生徒：学習でタブレットを活用することが有効だと感じるか）

活用場面 小学生 中学生

①自分のペースで理解しながら学習を進めること
ができる

86.2％ 86.2％

②わからないことがあったらすぐに調べること
ができる

92.1％ 96.6％

③楽しみながら学習を進めることができる 87.9％ 86.5％

④画像や動画、音声を活用することで、学習内容
がよくわかる

79.8％ 88.6％

⑤自分の考えや意見を、わかりやすく伝えること
ができる

83.0％ 86.7％

⑥友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる 84.6％ 90.3％

⑦友達と協力しながら学習を進めることができる 87.5％ 90.6％

⑧自分の学びを深めるために効果があると思う 83.9％ 84.0％

35.4% 35.3%

43.9%
47.3% 44.9% 45.1%

48.2%

50.7% 52.8%

47.6%
47.4%

48.2% 49.5%
46.9%

11.8% 9.7%
7.5%

4.3% 5.8% 4.4% 4.0%
2.1% 2.2% 1.0% 1.0% 1.2% 1.0% 0.9%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3

とてもそう思う そう思う

タブレットを活用することでできるようになったと思うこと



• 「①自分自身で調べる場面」と「②自分の考えをまとめ、発表・表現する場面」での活用は、小中学校とも
に減少している。（①小(▲4.5pt) 中(▲6.4pt) ②小(▲4.5pt) 中(▲2.0pt)）

• ③④「やりとりする場面」での活用が、大幅に増加している。（③小 (+16.9pt) 中(+6.2pt) ④小(+13.5pt) 中(＋8.3pt)）

授業の次のような場面で、児童生徒一人一人に配備されたタブレットをどの程度使用させていますか

①学校での活用について（教員：授業のどのような場面で活用しているか）

授業の場面 小学校教員 中学校教員

①児童生徒が自分で調べる場面
（インターネット検索等）

30.8％（▲4.5pt） 24.3％（▲6.4pt）

②児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面 35.3％（▲4.5pt） 21.6％（▲2.0pt）

③教員と児童生徒がやりとりする場面
（ロイロノートなどでカードを提出する等）

66.4％（＋16.9pt） 41.2％（＋6.2pt）

④児童生徒同士がやりとりする場面
（タブレットの画面を見せて意見を交流する等）

34.8％（＋13.5pt） 20.1％（＋8.3pt）

⑤児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に
取り組む場面

34.7％（±０） 17.7％（＋1.6pt）

※回答は「ほぼ毎日」と「週３回以上」をあわせたもの。（ ）は前年比。
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ほぼ毎日使う 週に３回以上使う 週に1回くらい使う

月に、１回くらい使う 宿題にタブレットは使わない

（令和5年度）
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0.0%
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ほぼ毎日使う 週に３回以上使う
週に1回くらい使う 月に、１回くらい使う
宿題にタブレットは使わない

（令和６年度）

• 宿題でタブレットを活用する割合は、全体的にみると大きな変化は見られないものの、若干頻度は上がって
いる。

②家庭での活用について（宿題について）

宿題や課題でタブレットを活用する回数は何回くらいありますか



• 昨年度と比較すると、家庭でタブレットを活用する頻度が上がっている。
• 家庭では、小学校ではドリル学習が多く（学年別にみても低学年の方が多い）、中学校では調べ学習が多い。
• 家庭での活用は、宿題での活用の方が多い。

②家庭での活用について（内容について）

宿題でタブレットを使う頻度

宿題以外でタブレットを使う頻度

31%

14%

21%

51%

23%

17%

7%

8%

6%

4%

6%

5%

5%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

ドリルパークなどのドリル学習 インターネットで調べ学習 撮影や録音など

絵や動画や音楽をつくる プログラミング 動画を見る

電子書籍を読む

35.2%

18.5%

20.9%

50.5%

11.3%

8.3%

9.6%

8.9%

9.4%

3.6%

6.0%

6.2%

7.5%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

ドリルパークなどのドリル学習 インターネットで調べ学習 撮影や録音など

絵や動画や音楽をつくる プログラミング 動画を見る

電子書籍を読む

小学校（前年比） 中学校（前年比）

ほぼ毎日 22.0% (▲0.3pt) 11.5% (+1.4pt)

週３回以上 21.7% (+0.9pt) 8.4% (+0.3pt)

週１回程度 24.2% (+3.4pt) 33.1% (▲1.4pt)

月１回程度 16.2% (▲6.3pt) 16.7% (▲4.8pt)

小学校（前年比） 中学校（前年比）

ほぼ毎日 14.9% (▲1.3pt) 8.0% (+0.3pt)

週３回以上 19.2% (+0.7pt) 14.6% (+0.2pt)

週１回程度 22.6% (▲1.1pt) 21.1% (▲1.4pt)

月１回程度 16.4% (▲0.03pt) 13.6% (▲1.3pt)



• 児童生徒の、タブレットの使い方についての意識は全体的に高く、小学生よりも中学生の方が高い。
• 「②健康のための時間」の捉え方に個人差はあるが、他項目よりも低めである。
• 児童生徒と教職員の間で、著作権についての意識の差がみられる。

③健康面、情報モラルについて（タブレットのルールやマナーの意識）

タブレットのルールやマナーについて、次のことを守っていますか（「とても守っている」「まあまあ守っている」の割合）

小学校 中学校

①学習のために考えて使う
91.7%
(+0.2pt)

96.1%
(+1.5pt)

②健康のために時間を考えて使う
84.9%
(+1.3pt)

89.5%
(+1.5pt)

③人の写真や動画は許可を得て撮
影する

93.1%
(+0.2pt)

97.2%
(+0.8pt)

④人の作品を使う場合は著作権を
考えて使う

92.3%
(+1.0pt)

94.1%
(+0.3pt)

⑤人がいやな気持ちにならないよ
うに考えて書く

95.3%
(▲0.2pt)

98.4%
(+0.2pt)

⑥人のタブレットを勝手にさわら
ないようにする

92.2%
(+0.2pt)

95.6%
(+0.5pt)

※（ ）は前年比〈児童生徒〉 〈教員〉７割以上の児童生徒が守れていると思っている割合

小学校教員 中学校教員

①学習のために考えて使う

②健康のために時間を考えて使う
84.4%

   (▲1.3pt)
79.4%

   (+2.3pt)

③人の写真や動画は許可を得て撮影
する

94.1%
(▲0.1pt)

90.1%
(+2.6pt)

④人の作品を使う場合は著作権を考
えて使う

86.5%
(▲0.7pt)

85.3%
(+3.2pt)

⑤人がいやな気持ちにならないよう
に考えて書く

97.1%
(▲1.0pt)

93.4%
(+1.1pt)

⑥人のタブレットを勝手にさわらな
いようにする

90.9%
(▲2.7pt)

88.1%
(±0)

※（ ）は前年比



（２）自由討議

GIGAスクール構想における熊本市の

これまでの総括と今後の方向性について

議論していただきたい部分



新端末更新に向けてのリーフレット改訂について

① リーフレット更新の目的

➢新端末に伴い運用の仕方が変更になったことや、GIGAスクール構想第２期に移ることでさらなるICTの活用について意識を高めてもらうため。

➢授業づくり支援訪問で伝えていることとの整合性を図るため。

➢タブレットの破損率が年々増加している中、新端末へのタイミングで全学級で「タブレット開き」を行ってもらい、なぜタブレットが配布されているのかを共通

認識するための資料にしてもらうため。（リーフレットの内容からスライドも作成予定）

② 対象と内容

③ 周知のタイミング

すでにリーフレットが改訂されることを校長・園長会で周知。今年度中に全学校に周知・配信し、新端末配付に備えてもらう。

対象 内容構成 様式

教師編 ・背景（GIGAスクール構想、全体イメージ）
・目指す学びの姿

※学習指導要領、熊本市教育基本振興計画、授業づくり支援班、研修班など言われていることを根拠に作成。

・こどもたちにできるようになってほしいこと（情報活用能力）
・教科書のデジタルの考え方（中教審）

・A4横１枚
（タブレットで見ることを想定）

児童生徒編
（低学年）
※スライドのみ

・なぜタブレットがあるのか（背景）
・タブレットでできること（情報活用能力）
・タブレットの使い方について（情報モラル、デジタルシティズンシップの考え方）

・A4横１枚
（タブレットで見ることを想定）

・保護者と一緒に読んでも
らう

児童生徒編
（小３年生以上）
※ふりがな付き

・できるようになってほしいこと（情報活用能力）
・使用上の注意

保護者編 ・端末の説明
・使用上の注意

・A4縦２枚
（すぐーるで配信を想定）



リーフレット改訂で共通して掲載していること


